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全学ＦＤ推進委員長挨拶
全 学 F D 推進委員長
（ 副 学 長 、 経 済学部准教授 ） 井 田 憲 計

F D ( フ ァ カ ル テ ィ ・ デ ィ ベ ロ ッ プ メ ン ト ) 活 動 は 、 大
学 あ る い は 各 学 部 に お い て 、 組 織 的 に 授 業 内 容 ・
方 法 を 改 善 し 、 教 育 の 質 を 向 上 さ せ る た め の 取 り
組 み で す 。

2 0 1 6 年 度 の 全 学 F D 推 進 委 員 会 で は 、 「 学 部 等
が 行 う F D を 支 援 す る と と も に 、 全 学 的 か つ 恒 常 的
に F D の 検 討 を 行 い 、 そ の 質 的 充 実 を 図 る 」 と い う
本 委 員 会 の 目 的 を 念 頭 に 、 2 0 1 5 年 度 の 総 括 も 踏
ま え つ つ 、 引 き 続 き 計 画 的 に 事 業 を 実 施 し て き ま し
た 。 ま た 、 こ れ ま で の 各 種 事 業 の 実 施 状 況 や 教 職
員 か ら の 要 望 ・ ニ ー ズ を ふ ま え て 、 事 業 の 実 施 方 法
や 内 容 を 点 検 ・ 検 証 す る こ と で 課 題 や 問 題 点 を 確
認 し 、 可 能 な 範 囲 で 改 善 し て い く と い う 方 向 も 引 き
続 き 重 視 さ れ て い ま す 。

具 体 的 に 2 0 1 6 年 度 は 、
１ ． S A ・ T A 制 度 の 検 証 と 改 善 の 検 討
２ ． 授 業 改 善 の た め の 「 学 生 に よ る 授 業 評 価 」 ア ン

ケ ー ト 実 施 方 法 の 見 直 し と ア ン ケ ー ト 結 果 活 用
の 取 り 組 み

３ ． 各 学 部 F D 活 動 と の 連 携 強 化
４ ． F D 研 修 会 、 授 業 改 善 に 向 け た 学 習 会 等 の 開 催
５ ． 外 部 F D 講 演 会 や 研 修 会 へ の 参 加 の 推 進
６ .  「 Ｆ Ｄ Ｎ Ｅ Ｗ Ｓ 」 の 年 2 回 発 行
と い っ た 課 題 に 重 点 的 に 取 り 組 ん で い ま す 。

本 号 で は 、 年 度 中 間 に お け る ニ ュ ー ス と し て 、 ６
月 に 実 施 し た 全 学 F D 研 修 会 「 障 が い の あ る 学 生 へ
の 大 学 と し て の 支 援 の あ り 方 に つ い て 」 の 報 告 も 掲
載 さ れ て い ま す 。

皆 さ ま と 一 緒 に F D 活 動 を 推 進 し て い く こ と で 、 本
学 に お い て 良 い 教 育 を 実 践 す る 気 運 と 取 組 が ま す
ま す 活 発 と な り 、 よ り 良 い 大 学 と な り ま す よ う に 、 ご
協 力 を 賜 り た く 存 じ ま す 。
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 実施の目的・趣旨

「学生による授業評価」の目的は、授業に対する学生の率直な意見を聞き、学生と教
員が協力して「わかりやすく質の高い授業」を作りあげ、教育改革（カリキュラム改革）等
を進めていくことにあります。さらに、学生の学習活動に対する自覚と向上を促し、担当
教員においては学生の授業への取り組みの結果を受けて、より良い授業とするための
検討材料を提供することを目指しています。

 実施状況

実 施 期 間 ：6月27日（月）～7月9日（土）

実 施 率 ：実施対象科目 680科目中 653科目実施 実施率96.0％

回 答 率 ：53.4％（回答者数／対象クラス履修者数）

所 見 提 出 率 ：54.7％

 集計結果の公開について

科目毎の授業評価をクロス集計した結果を、本学ホームページで公開しています。
（学内からのアクセスのみ可能）

2003年度以降は毎年度、春学期、秋学期の学期ごとに実施することとし、その結果を

「学生による授業評価報告」としてホームページ上に掲載するとともに、冊子体にまとめ、
図書館等に備え学生の自由な閲覧に供しています。

本学における学生による授業評価の取り組みは、1996年度に文学部により「試行」さ
れて以後、学部単位で徐々に拡大、実施されてきました。

2002年度秋学期を期に全学的に実施することになり、2013年度からは担当教員が学

生の学習実態を把握し、授業の問題点を抽出して授業にフィードバックできるよう改訂を
行いました。
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テーマ：「障がいのある学生への大学としての支援のあり方について」
日 時：6月22日（水）15:00～16:00

講 師：①社会学部 安原 佳子 教授

②学生支援課 ボランティア活動支援室職員 鳴瀬 剛大 氏

会 場：聖ペテロ館5階第4会議室

対 象：本学専任教職員、兼任講師

【委員長】井田憲計（副学長、経済学部）

【委 員】松本直也（経済学部）、篠原千佳（社会学部）、中村恒彦（経営学部）、K.R.Gregg（国際教養学部）、
（春）永水裕子、（秋）瀧澤仁唱（共に法学部）、村中淑子（共通教育機構選出、国際教養学部）、
竹島亮輔（教務課長）、叶屋真一（教育支援課長）

【事務局】尹錫洋（学長室課長）、竹川佳佑（学長室）、平井沙恵（学長室）

2016年度 全学FD推進委員会 構成メンバー紹介
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2016年 4月より障害者差別解消法が施行されました。
「合理的配慮に基づく支援」が私立大学では努力義務となり、支援が必要な範

囲についてなど、教職員の皆様から支援に関する疑問の声も聞かれるようになり
ました。
そこで、本学の障がいのある学生への支援について、「教職員のための障がい

のある学生へのサポートガイド」に基づき現状報告を交えながら説明しました。


